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物質がサブスタンスP (SP) やカルシ卜ニン遺伝子関連ペプチド (CGRP) であることが知られている。また鼻粘膜
末梢においても SP や CGRP を含む神経線維が証明されており これらも鼻過敏症に何等かの役割を果たしていると
考えられている。そこで筆者は，ポリウレタンの原材料であり，それを取り扱う作業者に端息様，鼻炎様症状を引き




モルモットに対し， 10 % TDI 鼻前庭塗布連日 5 日間を 3 週間間隔で 2 回行ない感作， 1 週間後より 5 %TDI 鼻前
庭塗布により症状誘発を行なった。鼻アレルギ一様症状はくしゃみ鼻汁の鼻炎様症状を 10 分間観察し点数化し評
価した。カプサイシンは TDI 感作前に総量 950mg/kg を連日 5 日間 (50 ， 100, 200 , 200 , 400 mg/kg) 皮下投与した。
鼻粘膜ヒスタミン含有量は HPLC 蛍光法で測定した。症状の統計的解析には Wilcoxon U test を，鼻粘膜ヒスタ







TDI 感作により鼻粘膜のヒスタミン含有量は有意の増加を示した(カプサイシン投与動物では TDI 感作していない
動物の 347 %，カプサイシン非投与動物では 300 %，共にP<O.Ol)。症状誘発により，カプサイシン非投与動物では
鼻粘膜ヒスタミン含有量は有に減少した (P <0.01) がカプサイシン投与動物では減少しなかった。
(総括)



















びに I 型アレルギ一反応を介さない，サブスタンス P による肥満細胞からのヒスタミン遊離が起こっていることを
明らかにした。また，鼻アレルギーをはじめとする鼻過敏症の治療として，サプスタンス P などに対する桔抗薬，さ
らにはカプサイシン自体の鼻局所投与が有効である可能性を示した。
本研究は，鼻過敏症状発現機序解明の点で価値ある業績であり，学位論文に値するものである O
。白
